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 博士提出論文「巫と芸術」において、巫と芸術の近似性と、そこから絵画表現する美術作家とを比較し、
そこで得られる絵画表現の可能性や制作姿勢が探られている。民族、宗教に関する数多くの文献を考察し、
また自身の絵画における日本美術の絵画、彫刻、西洋美術、マンガ、アニメとの関係性が分析されている。
それ以上に旅をし、各地を取材して得た知識や経験、場所での体験が基層としてあることで深い説得力の
ある論考になってまとめあげられている。また博士提出作品「石橋」にも旅での実感が特に反映されてい
る。巨大な洞窟の中で大気ともに循環している見えない霊が動物の姿で描かれた流動的な構成で捉えら
れているが、静止した状態である。申請者が訪れた洞窟内の湿度、そこで感じた畏敬、祈、気配、その心
の状態が場所として存在している。そこには時間概念は喪失され、ありえない一瞬が立ち現れる。そこに
絶対ないものであるが、そこに絶対存在するものが場所であり、感じる宗教としての、目に見えないもの
を大事にする日本の文化の表現といえる。神威の現象ともいうべき世界観は異界のようにも見えるが、現
代人が忘れてしまった原風景である。申請者は、大変な集中力で一つのことにのめり込む。これまで探究
している日本の民族や宗教や文化と接し、日本人の持つ大らかさや柔軟さといった性質も今後の制作の
中で感じて欲しい。 
 博士提出論文、博士提出作品は、論文副査、作品副査からも博士学位として認められる高い評価を受け
た。 
